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このᤵᴗの⫼ᬒ 
日本食のよさである食ឤは、食材の≉ᚩを生かすㄪ理方ἲのᕤኵと関㐃しています。例えࡤ、

食ឤを⾲す「バࣜバࣜ」「ࢧクࢧク」「パ࣏ࣜࣜࢵ」➼の言葉で、せんべいのかたさの༳象がኚ

よいかを考えࡤࢀります。食べたときのឤ᝿を言葉で伝えたり、食ឤをᨃ㡢ㄒでどう⾲⌧すࢃ

たりする活動を通して、日常に生きてാく言葉の力を育むことができます。バ࢚ࣜーシࣙン豊

ᐩな食ឤを⾲⌧する言葉を通して、㺀日本ᆺ食生活㺁࡬の理ゎを深めることがᮇᚅできます。 

ちょこっと食育 

日本ㄒには食ឤを⾲す言葉は、全㒊で４４㸳ㄒあるそうです。ちなみに、ⱥㄒは 77ㄒ、୰国

ㄒは㸯４４ㄒ、フランスㄒでも㸰㸰㸵ㄒしかありません。食ឤを⾲す言葉の௦⾲がᨃ㡢ㄒ、ᨃ

ែㄒ。「࣍ク࣍クした焼きⰞ」、「ࣜࢥࣜࢥしたたくあん」、「シࣕ࢟シࣕ࢟のࣞタス」。こうした

言葉には、ᐇ㝿に⮬分がそࢀをཱྀにしていなくても、そのおいしさをᛮいᾋかべるよさがあり

ます。言葉は食文化を伝えていくうえでとても኱切です。日本ㄒにከᙬな食ឤ⾲⌧があるとい

うことはᖾせなことだと言えるのです。

ちょっと教材研究 
「官能評価䛾ため䛾テクスチャー用語リスト 食品機能研究領域 食品物性ユニット 早川 文代： 

食総研ニュース No.19（2007）」によると、日本語に䛿 445 語䛾食感を表す表現があるそうです。中国

語で 144 語、英語で 77 語、ドイツ語で 105 語と比べると日本語䛾食感表現䛾多彩さ䛿際立っていま

す。農研機構食品総合研究所䛾主任研究員、早川 文代さん䛿次䛾ように述べています。 

「日本語䛾食感表現䛾多さに䛿、擬音語・擬態語が多いという言語上䛾特徴が関係しています。し

かしそれだけで䛿なく、日本人が食感に対して繊細であり、こだわりをもっていることが背景にある䛾

だと思います。言葉䛿単に食品䛾性質を表すだけで䛿ありません。言葉を使う人たち䛾食生活や食嗜

好を反映しています。おいしいも䛾を食べたら、どんな風においしかったか言葉にする䛾䛿楽しいこと

です。言葉にすることで、食べ物へ䛾興味や愛着がわくこともあると思います。食卓䛾楽しい記憶も増

えるでしょう。日本語に多彩な食感表現があるということ䛿幸せなことで䛿ないでしょうか。」（出典：農

林水産省オピニオン第 15 回 ） 

「食生活䛾変化に伴い、日本語も変化しつつあります。「40 年くらい前䛾調査で使われていた『粘

い』という表現もすっかり聞かなくなりました。『カサカサ』『スカスカ』という表現も若い人䛿、食感表現

に䛿あまり使いません。食材䛾生産・流通にかかわる技術䛾進歩で、そういう食べ物に当たる機会が

少なくなったからでしょう。」 一方で、新しい擬音語・擬態語もどんどん増えています。「『ぷにぷに』な

んか䛿最近できた言葉で䛿ないでしょうか。他にも、『ぷるぷる』で表しきれないような軟らかさを表現

するために『ふるふる』が使われるようになりました。でも、『ぷにぷに』にしろ、『ふるふる』にしろ、こう

いう表現を使わない高齢䛾方でも、聞け䜀、音䛾感覚から食感䛾想像がつきます。みんな䛾中に共通

䛾認識をもちやすいという意味で䛿、擬音語・擬態語䛾多い日本語䛿とても便利な言語だと思いま

す。」（2010 年 9 月 1 日発売、THE BIG ISSUE JAPAN 第 150 号より） 
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食ឤを⾲す言葉 
４年  ⤌   ␒( ) 

 。せんべいのかたさを考えて、食べている㡢を書きましょうࠐ

 。せんべいを食べる㡢をかたい㡰にならべてみましょうࠐ

か
た
い

や
ࢃ
ら
か
い
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「ԧ食」ƕɭမǁᲛᲛ：「日本型食生活」を学ぶ授業プランᲭᲪ 

対象学年・教科 6年生 ♫会科 

ねらい 和食を通して、௒ᚋの国㝿♫会における日本の役割について考えをもつととも

に、和食を኱切にしていこうとする気持ちを育む。 

活動内容 1）ࣘࢿスࢥの役割について知る。

。を取り上げ、タ❧の┠的とその⢭⚄についてㄝ᫂する❶᠇ࢥスࢿࣘ※

2）和食がࣘࢿスࢥୡ⏺↓ᙧ文化㑇⏘に認めらࢀた理⏤を知る。

※和食の෗┿を見ながらグループで考える。

・美味しいから。 ・様々なㄪ理方ἲがあるから。

・ᰤ㣴バランスがⰋいから。 ・ୡ⏺の୰で和食を食べる人が増えたから。

3）和食がࣘࢿスࢥୡ⏺↓ᙧ文化㑇⏘にⓏ㘓さࢀた理⏤を知る。

※和食をᏲり、伝えようとした人がいたことや、その取り⤌みについて知る。 

・ከ様で᪂㩭な食材とその持ち味のᑛ㔜

・ᰤ㣴バランスにඃࢀた೺ᗣ的な食生活

・⮬↛の美しさやᏘ⠇の⛣ろいの⾲⌧・正᭶などの年୰⾜事とのᐦ᥋な関ࢃり

4）和食をᏲり伝えていくために、⮬分たちにできることを考える。

※グループで話し合ったᚋ、クラス全体で஺ὶする。

・⮬分たちでおいしい㔝⳯を作る。 ・⏿௙事を手伝う。

・㒓ᅵ料理などに関心を持つ。 ・和食をたくさん食べる。

・和食を普段から作り、伝⤫を伝える。 ・和食のᗑを㛤く。

資料 ࣘࢿスࢥの᪝、和食の෗┿、ワークシートⓏ㘓さࢀた理⏤に関㐃のある෗┿（４ᯛ）

෗┿：ᆅᇦ⊂⮬の᪂㩭な食材を示す日本ᆅᅗ、一汁୕⳯の料理の෗┿、 

㣭り௜けが美しい料理の෗┿、おせち料理の෗┿ 

板書 

国㝿♫会の୰の日本 和食がୡ⏺↓ᙧᩥ໬㑇⏘にㄆࡓࢀࡽࡵ⌮⏤を考えよう！ ࠕ和食ࠖをᏲࡾఏえていくࡵࡓに 

・⨾࿡しいかࡽ ・ᰤ㣴ࣂランスが良いかࡽ

・ୡ⏺୰࡛和食を食べるேがቑえࡓかࡽ

ࢥスࢿࣘ ・和食はぢࡸ┠ࡓいろどࡾがいいかࡽ

・≀⏘≀がከい ・ㄪ⌮方ἲࡶᵝࠎ

ୡ⏺㑇⏘ 

Ѝᐩኈᒣࠊጲ㊰ᇛ

ୡ⏺↓ᙧᩥ໬㑇⏘ 

Ѝ和食

・⮬ศ࡛ࡕࡓおいしい㔝⳯をసる

・⏿௙事のᡭఏいをする

・和食をࡓくࡉん食べる

・和食のᗑを㛤く

和食の෗┿

ከᵝ࡛᪂㩭な食ᮦと

⣲ᮦの࿡ࢃいのᑛ㔜

ᰤ㣴ࣂランスがよく

೺ᗣⓗな食⏕ά

⮬↛の⨾しࡉと

Ꮨ⠇の⾲⌧

ṇ᭶など

ᖺ୰⾜事との㛵ࡾࢃ

(1) 「和食」とは
～ 学校編 ６ ～
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ᤵᴗの⫼ᬒ 
 国内では外食の増加や食生活のḢ米化によって、「和食」㞳ࢀが㐍んでいます。和食࡬の関心を

㧗めるために、様々なゅᗘから和食について考え、ୡ⏺↓ᙧ文化㑇⏘にⓏ㘓さࢀた和食の≉ᚩや

㨩力について取り上げます。ୡ⏺に㄂ࢀる和食の文化にゐࢀ、楽しく和食のよさ・኱切さを学ࡧ、

日本の食文化のすࡤらしさをᏲり伝える子どもたちを育てるためにᤵᴗをᵓ᝿しました。 

ちょっと教材研究 
和食の 4つの≉ᚩ  

ձከ様で᪂㩭な食材とその持ち味のᑛ㔜 

 日本の国ᅵは༡໭に㛗く、海・ᒣ・㔛と⾲᝟豊かな⮬↛が広がり、Ꮨ⠇のኚ化にもᐩむため、

ྛᆅᇦに᰿ᕪしたᅄᏘᢡ々の᪂㩭・ከ様な食材が用いらࢀています。また、⣲材の味ࢃいを活か

すㄪ理ᢏ⾡・ㄪ理道具もⓎ㐩しています。 

ղᰤ㣴バランスにඃࢀた೺ᗣ的な食生活 

一汁୕⳯という日本の食事スタイルは、理᝿的なᰤ㣴バラン

スです。「うま味」を上手に使用することで、動物ᛶἜ⬡のᑡな

い食生活をᐇ⌧しており、日本の㛗ᑑ・⫧‶㜵Ṇに役❧ってい

ます。 

ճ⮬↛の美しさやᏘ⠇の⛣ろいの⾲⌧ 

⮬↛の美しさやᅄᏘを⾲⌧することも日本の食事の≉ᚩの㸯

つで、Ꮨ⠇のⰼで料理に㣭り௜けをしたり、Ꮨ⠇にあう器を用

ពしたりし、Ꮨ⠇ឤを楽しみます。㒊ᒇをしつらえるような「も

てなし」の心も和食の文化的なせ⣲です。 

մ正᭶などの年୰⾜事とのᐦ᥋な関ࢃり 

日本の食文化は、年୰⾜事とᐦ᥋に関ࢃり育まࢀてきました。「食」を分け合い、食の時間をඹ

にし、食文化がୡ௦を㉸えてཷけ⥅がࢀていき、ᐙ᪘やᆅᇦの⤎が深めらࢀています。 

和食࢞イࢵࣈࢻク：農ᯘ水⏘省 

伝⤫的な食文化である「和食」についてゎㄝした入㛛書（ᖹᡂ 25年ᗘ作ᡂ） 

ୡ⏺↓ᙧ文化㑇⏘とは 

ⱁ能、♫会的័⩦、⚍♩⾜事、伝⤫ᕤⱁᢏ⾡などのᙧのない文化であり、ᅵᆅのṔྐや生活㢼

⩦などとᐦ᥋に関ࢃるもの。ࣘࢿスࢥの↓ᙧ文化㑇⏘ಖㆤ᮲⣙にᇶづき「人類がඹ᭷してಖㆤす

るべき㢧ⴭな普㐢的価値がある」と認めらࢀたもの。 

食文化 農ᯘ水⏘省：〈ࢪཧ考࣍ー࣒࣌ーࠑ http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/ 

ちょこっと食⫱ 

和食ࣈー࣒により、「UMAMI」がὀ┠さࢀています。ᑑྖや豆腐とྠじように、ୡ⏺に通じる言葉

となっています。「うま味」は、日本人がⓎ見した味といえ、⏑味・㓟味・ሷ味・ⱞ味にḟぐ➨㸳の

味としてୡ⏺的に認知さࢀるようになりました。和食のୡ⏺では、⣲材そのものの味をうま味に㞟

୰させ、食べ㐣ࡂないຠ果もあるとさࢀています。ⱥㄒにはうま味に対ᛂする言葉がないため、㏆

年では国㝿的にも学⾡用ㄒとして「UMAMI」が使ࢀࢃるようになりました。
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「和食」が世界へ！！ 対象学年：小学 6年生 

１．授業の背景 

 国内では外食の増加や食生活の欧米化によって、「和食」離れが進んでいます。和食への関

心を高めるために、様々な角度から和食について考え、世界無形文化遺産に登録された和食の

特徴や魅力について取り上げます。世界に誇れる和食の文化に触れ、楽しく和食のよさ・大切

さを学び、日本の食文化のすばらしさを守り伝える子どもたちを育てるために授業を構想しま

した。 

２．教科等との関連

社会科 日本の文化、世界遺産 

３．ねらい 

和食を通して、今後の国際社会における日本の役割について考えをもつとともに、和食を大切

にしていこうとする気持ちを育む。 

４．展開 

児童の学習活動 指導上の留意点 資料 

５

分 

1)ユネスコの役割について知る。

2)和食がユネスコ世界無形文化遺産に認

められた理由を知る。

※美味しいから。

※様々な調理方法があるから。

※栄養バランスが良いから。

※世界で和食を食べる人が増えたから。

・ユネスコ憲章を取り上げ、設立

の目的とその精神について説明す

る。

・和食の写真を見ながらグループ

で考える。

ユ ネ ス コ の

旗、和食の写

真、

５

分 

3）和食がユネスコ世界無形文化遺産に登

録された理由を知る。 

※多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重

※栄養バランスに優れた健康的な食生活

※自然の美しさや季節の移ろいの表現

※正月などの年中行事との密接な関わり

・外務省及び農林水産省の調査結

果によると、平成 29 年の海外に

おける日本食レストランは、平成

27 年の約 8 万 9 千店から約 11

万 8 千店と 3 割増加しているこ

とを伝える。

登録された理 

由に関連のあ 

る写真 

５

分 

4）和食を守り伝えていくために、自分た

ちにできることを考える。 

※自分たちでおいしい野菜を作る、畑仕

事を手伝う、郷土料理などに関心を

持つ、和食をたくさん食べる、和食

を普段から作り、伝統を伝えるなど 

・グループで話し合った後、クラ

ス全体で交流する。

・和食ブームにより、「UMAMI」が

注目されていることを紹介する。

(1) 「和食」とは
～ 学校編 ７ ～
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ᝃƣƔǜを˺ǖう：「日本型食生活」を学ぶ授業プランక 24

対象学年・教科 4年生  学活 

ねらい 豆の≉ᚩを知り、豆が日本人にとって、身㏆なものであることを理ゎする。 

活動内容 1）「豆」がつく言葉を使ったクイࢬをする。 

※「(  )ྎ㢼」「(  )くࢃがた」「(  )つࡪ」「(  )でっࡱう」 

「(  )知㆑」「(  )㟁⌫」 

こࢀらの言葉を㡰にᥦ示しすべて「豆」がつく言葉であることに気づかせる。 

・身の࿘りに「豆」がつく言葉がたくさんあるんだなあ。

2）知っている豆をⓎ⾲する。

※ᯞ豆、࢚ン࢘ࢻ豆、኱豆などを確認する。

3）グループに分かࢀて、豆ᅗ㚷をつくる。

※豆の෗┿とྡ๓を⤌み合ࢃせる。

※「そらまめくんの࣋ࢻࢵ」(作・⤮ なかや みࢃ)を用いて、豆の✀類やẆの

≉ᚩに関心を持たせる。

※ึめて┠にする豆やྡ๓を取り上げて、ᙧやⰍ、Ẇの≉ᚩ、ྡ๓の⏤᮶など

について知る。

4）豆が日本人にとって身㏆なものであることを理ゎする。

※豆ᅗ㚷をもとに、給食の⊩❧の୰から豆を᥈す。

・じゃこ豆やもやしの୰⳹あえが⊩❧⾲にあるよ!

・ᐙでは、ᯞ豆を食べるよ㸟

資料➼ 豆に関する言葉の࢝ーࢻ 豆の෗┿ ྡ๓の࢝ーࢻ 

板書 

<めあて>豆ࡎかんを作ろう 

・( )ྎ㢼

・( )くࢃがࡓ

・( )つࡪ

・( うࡱࡗ࡛(

・( )▱㆑

・( )㟁⌫

かんࡎ㇋

኱㇋ 㯮኱㇋ ⴠⰼ⏕

ᡭ
て

ஸ
うࡰ

㇋ࡽࡑ あࡎき ⥳㇋

しࡻうࡺ・とうࡩ

しࡸࡶ

㯮㇋

㇋がし あん・和がし

すべてࠕ㇋ࠖ

という

とࡽ㇋

㌟のࡾࢃࡲにはࠊ

んの㇋がࡉくࡓ

ある！！

ࡵとࡲ

(1) 「和食」とは
～ 学校編 ８ ～
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ᤵᴗの⫼ᬒ 
 日本では、食用とさࢀている豆が⣙ 70 ✀あります。しかし、その⣙ 70 ✀を知る人は

ᑡないでしょう。このプランでは、「子どもにとって身㏆な豆」「ึめて┠にする豆」「ึ

めて豆だということに気づくもの」などを取り上げます。そしてこのプランを通して、

豆が日本人にとって身㏆なものであることに気づかせます。 

 豆ᅗ㚷作りは、「豆の෗┿」と「ྡ๓」を⤌み合ࢃせるだけでなく、様々なⓎᒎが考え

らࢀます。「ᕷ㈍さࢀている豆を用いて、ᐇ物をつかった豆ᅗ㚷作り」「豆とそのẆを⤌

み合ࢃせた豆ᅗ㚷作り」「生⏘ᆅごとに分けた豆ᅗ㚷作り」などが考えらࢀます。バ࢚ࣜ

ーシࣙンが豊ᐩで、子どものᐇែにᛂじた豆ᅗ㚷作りがྍ能となります。 

ちょこっと食育
そらまめくんの࣋ࢻࢵ 作・⤮ なかや みࢃ ฟ∧♫ ⚟㡢㤋書ᗑ 1999年Ⓨ⾜ 

 上グの⤮本を⤂௓してみましょう。୺人බのそらまめくんを୰心にお話は㐍んでいき

ます。そらまめくんが௚の࢟ࣕラクターの࣋ࢻࢵ(Ẇ)に入ろうとしているሙ㠃を኱きく

取り上げます。௚の豆のẆの様子を取り上げることで、豆の✀類や豆そのもののᙧの違

いだけでなく、Ẇの違いにも気づくことができます。 

豆のྡ๓の⏤᮶や≉ᚩ 
኱豆…豆腐、⣡豆、みそ、㓺Ἔなどを作るために使用さࢀる。 

黒኱豆…お正᭶料理に欠かせない↻豆用に使ࢀࢃる。 

ⴠⰼ生…ⰼがᆅ㠃にྥかってఙࡧ、ᆅ୰でᐇを⤖ࡪことからྡづけらࢀた。 

とら豆…ᶍ様が⹡にఝていることからྡづけらࢀた。 

そら豆…日本では᏶⇍๓の豆を食べる㔝⳯として᱂ᇵさࢀている。 

あࡎき…㤆に加ᕤさࢀて和Ⳬ子やⳫ子パンに使ࢀࢃる。 

⥳豆…あࡎきの௰間で、日本ではもやしのཎ料となる。 

手ஸ…᱂ᇵするときに「手➉」と࿧ࢀࡤる支ᰕが୙せなことからྡづけらࢀた。 

※豆については、௨ୗのࢧイトに分かりやすく書かࢀています。

z 農ᯘ水⏘省/≉㞟 1 いろんな豆（1）

http://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1012/spe1_01.html

z 豆類༠会 mame.or.jp http://www.mame.or.jp/

豆を使った料理 
<኱㜰ᕷの⊩❧⾲>を例にすると௨ୗのような料理があります。 

じゃこ豆・もやしの୰⳹あえ・黒豆の↻もの・࢟ࣕ࣋ࢶと୕ᗘ豆のごまあえ・ 

኱⚟豆の↻もの・ࡦじき豆 など 
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ɥ৖ƴƍƨƩƖǇƢ：「日本型食生活」を学ぶ授業プラン 34 

対象学年・教科 ４年生  学活 

ねらい ෭ⶶᗜにಖᏑする㔝⳯についての理ゎを通して、食ရを↓㥏にしないᕤኵにつ

いて考えることができる。 

活動内容 1）෭ⶶᗜに入ࢀる食ရについて話し合う。

※「いただきます」の▷෉を示し、๓に௜く言葉をฟし合いながら本時学⩦

。の関心を㧗める࡬

・おいしくいただく ・たのしくいただく ・みんなでいただく

・∵ங  㺃卵  ・㔝⳯ ・バター イスクࣜー࣒࢔・

2）෭ⶶᐊに入ࢀるとよい食ရについて話し合う。

『た方がよいࢀ入』ラン࢟ングの手ἲを用いて、㸷つの食ရをࢻイࣖࣔンࢲ※

『入ࢀなくていい』のどⅬでラン࢟ングを⾜う。 

※ᑒを切ったものや࢝ࢵト㔝⳯ではなくಖᏑを┠的とすることを確認する。 

・トマトは腐りやすいから入ࢀた方がいい

・スーパーには、ࢯースや⨁ワは෭たいところには⨨いていないよ

3）෭ⶶᗜをすっきりさせるとよい理⏤を考える。

※どࢀも෭ⶶᗜに入ࢀなくてよいものあることを知らせ、෭ⶶᗜにワめ㎸む

ことで㉳こる࢚ࢿルࢠーのၥ㢟に┠をྥけさせる。

・෭ⶶᗜの୰からものが取りฟしやすい ・෭えやすいと⪺いたことがある

4）食べ物を↓㥏にしないᕤኵについて考える。

※生⏘とᾘ㈝の㊥㞳が㏆いことが、食べ物を↓㥏にしないことにつながるこ

とに気௜かせる。

・㔝⳯をよく知る ・᪪の食材、⏘ᆅの㏆い食材を㑅ࡪ

・食べṧしをなくす

資料➼ ࢲイࣖࣔンࢻラン࢟ング（㸯ࢵࢭト：௜⟢⣬㸷ᯛ・㸿４኱の⣬㸯ᯛ） 

(1) 「和食」とは
～ 学校編 ９ ～
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このᤵᴗの⫼ᬒ 
 本ᤵᴗは、『かしこくいただきます。㹼食の省࢚ࢿ BOOK』： 

http://www.inochi-kankyou.jp/eco-net/prefectural/images/d3_syouene_syoku.pdf 

をもとにᵓᡂしました。「本᮶なら常 でಖᏑできるのに෭ⶶᗜに入ࢀている食ရラン࢟ング（࢝

の「（ࡎトした㔝⳯はྵまࢵ 1఩はトマト（85㸣）。ほかにも 7 割௨上の人が、࢟ュ࢘ࣜ、ࣆーマ

ン、࢟ࣕ࣋ࢶを、5 割௨上の人が、ナス、ハクࢧイ、シࣙ࢘࢞、㛗ࢠࢿ、㛤ᰦ๓のマࣚࢿーࢬ、

ているそうです。෭ⶶᗜでのಖᏑを通して、食べ物を↓㥏にしないᕤኵをࢀン、味噌を入ࢪンࢽ

考えるᤵᴗです。 

ちょっと教材研究
ク㺁をཧ考にしましࢵࣈࢻ㺃ラン࢟ングについては、㺀㛤Ⓨ教育㺃国㝿理ゎ教育ハンࢻイࣖࣔンࢲ

た。http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/edu/kyouzai/handbook/html/h20103_2.html 

ラン࢟ング（㡰఩づけ）は、いくつかの事᯶にඃ先㡰

఩をつけることで、考えをᩚ理したり、深めたりするた

めの手ἲです。ಶ人で⾜うሙ合は考えのᩚ理となり、グ

ループで⾜うሙ合はከ様なุ᩿を᳨ウすることで理ゎ

をより深めるものとなります。 

࠙用ពするものࠚ 

・グループごとに௜⟢⣬（ᖜ 2.5cm×7.5cm）9 ᯛ

・A4用⣬ 1ᯛ（ఱも書いていない）

・Ἔᛶフ࢙ルト࣌ン 1本

௜⟢⣬ 1 ᯛごとに、用ពした㑅ᢥ⫥࢝ーࢻを㓄ります。（ここでは、教ᖌがㄞみ上げて、子ど

もが௜⟢⣬に書いていくようにしました）Ѝラン࢟ングの方ἲと㑅ᢥ⫥࢝ーࢻの内容についてㄝ

᫂する（௜⟢⣬に書く㝿に、切っていないことやᑒを㛤けていないことをㄝ᫂しました）Ѝྛ⮬

で、㡰఩づけするЍ㡰఩づけの⤖果について㞟⣙し、全体でඹ᭷する（௒ᅇは、ಶ人で㡰఩づけ

しないで、グループで話し合ったあと、クラス全体でඹ᭷しました） 

なくていい㔝⳯です。シࣙ࢘࢞もప 㞀ᐖを㉳こࢀマイࣔなどの᰿⳯類は入ࢶࢧイࣔや࢞ࣕࢪ

していることがよくあります。⓶の一㒊が黒ࡎんでいるものは、ప 㞀ᐖを㉳こしかけているも

のです。バナナが黒ࡎんでしまうのも、෭ 㞀ᐖを㉳こすからで

す。ほかに、࢘࣎ࢦ、タマࢠࢿ、࢝࣎チࣕ、࢟ࣕ࣋ࢽ、ࢶンࢽク

などは、ໟ୎を入ࢀていない≧ែなら෭ⶶᗜに入ࡎࢀに、᪂⪺⣬

にໟむなどして෭ᬯᡤに⨨けࡤ、༑分にಖᏑできます。 

ちょこっと食育 
常 ಖᏑできるものを入ࢀないようにすると、ᗜ内のス࣌ース

が広くなり、ものをワめ㎸みすࡂるのを㜵ぐだけでなく、省࢚ࢿ

にもなります。なぜなら、෭ⶶᗜに食ရをワめ㎸みすࡂると෭気のᚠ⎔がᝏくなる上、ᡬを㛤け

ても୰のものを᥈すのにも時間がかかり、㟁力ᾘ㈝㔞が増えるのです。෭ⶶᗜは、㐺ᙜに㝽間が

✵く⛬ᗘに食べ物を入ࢀておきましょう。 
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対象学年・教科 5年生 ᐙᗞ科 

ねらい Ⲕのつく言葉やことࡊࢃなどを考えることを通して、おⲔは昔から日本人の身㏆

なものであり、ぶしまࢀてきたものであることに気௜く。 

活動内容 1）「ۑۑⲔ」というྡ๓のおⲔを考える。 

※子どもたちのⓎ言を黒板に書きฟす

・⥳Ⲕ、⣚Ⲕ、㯏Ⲕ、⋞米Ⲕ、᢯Ⲕ、ほうじⲔ、ごࡰうⲔ、どくだみⲔ ➼

 について、Ⲕ葉をつかっているおⲔ、Ⲕ葉を使っていないおⲔに分「Ⲕۑۑ」（2

ける。 

※⥳Ⲕ、⣚Ⲕ、࢘ーࣟンⲔはྠじ᳜物から作らࢀていることを知らせる。

るࢀバ࢟ᒓにᒓする「Ⲕの葉」や「Ⲕのⱆ」௨外のものから作らࢶバ࢟科ࢶ※

ものも「おⲔ」とよࢀࡤていることに気௜かせる。

※ᐇ㝿に᳜物の葉の෗┿を見せることによって理ゎを深めるようにする。

・おⲔの葉を使ってないのにおⲔって言うんだね

・おⲔっていっࡥいあるんだ㸟

3）「Ⲕ」のつく言葉について考える。 

※グループに分かࢀ、ことࡊࢃや⇍ㄒなどから⮬⏤にฟし合い、࢝ ーࢻに書く。

㎡書などから᥈してもよい。ព味も⡆༢に書くようにする。

※普段ఱ気なく使っている言葉の୰には、「Ⲕ」のつく言葉がたくさんあるこ

とに┠をྥけさせる。

・Ⲕ␒、Ⲕ化す、↓Ⲕ、おⲔを⃮す、Ⲕᑑ、Ⲕ々をいࢀる ➼

5) Ⲕのつく言葉のㄒ※について考える

※「日常ۑۑ事」のۑۑに入る言葉を考えることによって、おⲔのあるᬽらし

が日常Ⲕ飯事であるようにというព味に気௜かせ、おⲔは昔から日本人の身

㏆なものであり、ぶしまࢀてきたものであることに気௜くようにする。

資料➼ おⲔの෗┿、࢝ーࢻ（⏬用⣬）、࣌ン、㎡書など 

板書   おⲔとことࡤの⛎ᐦ Ⲕのつく言葉

  おⲔの✀類 㸺Ⲕ葉を使っているおⲔ㸼 …に入る言葉はۑۑ

⥳Ⲕ、⣚Ⲕ この୰で ⥳Ⲕ、 ⣚Ⲕ、 ほうじⲔ… 『日常ۑۑ事』

㯏Ⲕ、ほうじⲔ           Ў 

⋞米Ⲕ、どくだみⲔ… ⟅え Ⲕ飯

㸺Ⲕ葉を使っていないおⲔ㸼 おⲔのあるᬽらしが 

㯏Ⲕ、 どくだみⲔ…  日常Ⲕ飯事であるように 

おⲔは昔から身㏆で、 

ぶしまࢀてきたもの 

෗┿ ෗┿ ෗┿

෗┿ ෗┿

おᒧƱƜƱƹ：「日本型食生活」を学ぶ授業プランᲫ8

(1) 「和食」とは
～ 学校編 １０ ～
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